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編集後記
●本号では，データ解析コンペティションの特集号と
して，査読を経て採録された4編が掲載されました．
毎年のことですが，実データを扱うということもあり，
レベルの高い論文が集まっているように感じます．ご
投稿いただいた方，データをご提供いただいた企業の
方に改めて感謝いたします．
●さて，この編集後記を執筆する少し前にサッカーの
W杯がありましたが，そこでもデータサイエンスの
力を随所で見ることができました．最も印象に残った
のはVARで，多くの試合で活用されていました．特
に，日本対スペイン戦では結果的に「１ミリ」の判定
が勝敗を分けたわけですが，正確には1.88ミリ残っ
ていたとのことで，その精度の高さには驚かされます．
今後，スポーツの世界でもデータに頼ることがますま

す増えることになるのでしょう．
●一方で，データにも限界があると感じたこともあり
ました．AIによる勝敗や優勝国の予想が随所でされ
ていましたが，お世辞にも，あまり当たっていたとは
いえないように思います．とある予想では，結果的に
優勝したアルゼンチンの優勝確率が，初戦の敗戦で
6%程度まで低下していました．最近のAI技術の進歩
はすさまじいですが，人間の行動はデータだけでは説
明できない，情熱や活力は過去の情報など容易に覆す
ことが示され，少しばかり安心した自分がいます．日
本でもデジタル庁が発足し，今後，データの利活用は
あらゆる方面で進むと思われますが，それにより近い
将来どこに行き着くのか，気になるところです．
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